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第１7回日本歯科東洋医学会九州支部講演会

―融合医療 日本 統合スタンダードへ－
※当日初心者向け実践資料をお渡しします

福岡県歯科医師会館
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参加申込書 事前登録用 締切  月１２日                

    

氏名    

   

      

住所  

勤務先    

   

勤務先住所  

振込金額 円 本紙 一人 一枚 記入  願        使用可 

振込先 :熊本銀行菊南支店 普通預金口座３０７１３２７

日本歯科東洋医学会 九州支部 会計 井上 泰子

整理の都合上、振込は法人名でなく個人名でお願いします

受講料

当日受付(弁当なし)：歯科医師 10,000 円 学生 パラデンタルスタッフ 5,000 円

事前登録(弁当あり)：歯科医師 9,000 円 学生 パラデンタルスタッフ 5,000 円

事前登録締切：8月 12 日（期日までの振込を事前登録とします）

振込の後、下の申込書を 0944-53-5729までファックスして下さい

九州支部理事講演 9:10～11:00

1 プロローグ講演「歯科と東洋医学の切っても切れない関係」 平野 尚史

2 会員発表「零式水上偵察機と歯科医院で出来る遺伝子治療」 渡辺 知則

3 入門者実技講習「歯科の口腔疾患に対する鍼治療の実技について」

九州医療専門学校柔道整復科学科長 小原 浩司

特別講演

1 足指ストレッチ 〜足指を伸ばせば人生が変わる〜

西川 岳儀 西川歯科 11:10～12:30

2 歯科統合医療の実践と展望

～ 患 者 さ ん の コ コ ロ を つ か む ホ リ ス テ ィ ッ ク 歯 科 医 療 ～

福岡 博史 医療法人社団明徳会福岡歯科 13:30～16:00

日歯生涯研修 ICカードをお持ち下さい



 

 

 人間が生きていく上で最も欠かせないこと、それが呼吸で

す。次いで欠かせないのが食、そして足だと私は考えます。

人間は動物であり、生きるために食事を摂ります。栄養を摂

取すること、それは骨格筋の量を増やすことにも繋がります。

口腔機能はこうした呼吸機能・摂食機能・運動機能と相互関

係にあり、そのうちどれか１つ崩れれば口腔機能だけでなく

健康そのものに影響が出てしまいます。 

 直立二足歩行に進化した人間は脳の大きさを進化させ、両

手を使い、咽頭腔を拡げ言語による会話を可能としました。

立位の際に全体重を支えるのが「足」です。立つことは生き

ること、尊厳を自覚する行為です（ユマニチュード）。立つ

ことで抗重力筋が鍛えられ、呼吸の安定にも繋がります。 

足指を伸ばすこと、八風を刺激することによる体の変化を是

非体験してみてください。 

 

 

西川岳儀（ニシカワタカヨシ） 大阪府豊中市開業 

2003年 岩手医科大学 歯学部卒業 

2003年 久保田歯科クリニック勤務（大阪府高槻市） 

2007年 医療法人西川歯科勤務 

2011年 FiveComfort松藤文男氏に師事 

2014年 医療法人西川歯科理事長 

2015年 一般社団法人豊中市歯科医師会理事 

2016年 矢吹産婦人科と連携  

著書：人生が変わる「足指スローストレッチ」 

     現在に至る 

 

 

 

当院では、東洋医学を日常歯科臨床にどのように応用するか

様々な客観的研究と臨床治験を得て、日本人に合ったスタイル

として経皮的低周波ツボ通電法を中心とした東洋医学的療法

を、従来の歯科医学にドッキングして「歯科統合医療」への道

を歩んできました。その有用性は、本学会においても発会時よ

り長年にわたり発表してきました。 

 現在は、鍼灸・漢方の東洋医学の他、様々な代替医療を取り

入れ、また診療室に隣接する鍼灸マッサージ院＆姿勢改善フッ

トケアセンターにおいて、専門家と手を組むことによって、足

を含めた代替療法をコーディネートし、より総合的な歯科統合

医療を実践できるようにしています。 

 歯科における統合医療の意義は、 

Ⅰ．従来の標準的歯科医療を向上させることであり、その一つ

は西洋医学のみで対応できない疾患への対応（個別化医療）、

もう一つは歯科医療をアメニティ・メディスンにすることによ

り「予防」と「継続性」へと結びつけること。 

Ⅱ．口腔（歯科）と全身（医科）、心と身体が切り離されてい

る医療制度の中で、統合医療によりそれらのつながりが見える

医療にすること。 

これらについて具体例を挙げながら、歯科のおける統合医療の

実践と展望についてお話いたします。 

 

福岡博史 

【略歴】（2017年 2月現在） 

1983年東京歯科大学卒業 1992年医学博士 

2001年医療法人社団明徳会福岡歯科理事長 

現在、日本歯科東洋医学会常任理事（専門医）（第 34 回学術

大会長） 

日本統合医療学会理事（認定医・指導医） 

日本歯科医療管理学会評議員 

日本ホメオパシー医学会歯科部会長（認定医・LFHom） 

日本バイディジタルＯ-リングテスト協会認定医 

日本メタルフリー歯科学会認定医 

Ｚ-systemsジルコニアインプラント認定医 

 

 

歯科統合医療の実践と展望 

～患者さんのココロをつかむホリスティック歯科医療～ 

医療法人社団明徳会福岡歯科 

福岡博史 

 

 

足指ストレッチ  

〜足指を伸ばせば人生が変わる〜 

医療法人西川歯科理事長 

西川岳儀 

 


